
令和７年度 米沢共同生活事業所 地域連携推進会議 

 

日時：令和７年 11 月 21 日（金）午後１時半～午後３時半 

場所：米沢共同生活事業所（ぽっけ） 

 

１ 開会 

 

２ 所長あいさつ 

 

３ 構成員自己紹介 

 

４ 事業所見学 

 

５ 協議 

（１）事業所の概要 

 

（２）利用者の権利擁護について 

 

（３）地域との交流等について 

 

（４）その他 

 

６ 意見交換 

 

７ 閉会 

 

 

 

 

 

 



令和７年度 米沢共同生活事業所 地域連携推進会議 出席者 

 

＜構成員＞ 

 所属・職名等 

１ 利用者 

２ 利用者家族 

３ 米沢市社会福祉課 

４ 苦情相談委員 

 

＜事業所＞ 

１ 所長 

２ サービス管理責任者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第１回 米沢共同生活事業所 地域連携推進会議 会議録 

日 時 令和７年 11 月 21 日（金）13：30～15：30 

場 所 ぽっけ 

参 加 者 別紙名簿参照 

１ 開会 

 

２ 所長挨拶 

  資料を参照しながら「地域連携推進会議」について説明した。 

  目的としては新たな制度として始まったものだが、障害者支援施設が地

域で生活する市民として地域とのつながりをより密なものにして交流を図

るとともに、災害時など不測の事態にも迅速な連携がとれるよう位置づけ

られたもの。グループホームは生活の場であり、日中は他の事業所を利用

する方がほとんどである。事業所としての役割、務めを果たしていきた

い。 

 

３ 構成員紹介 

  名簿参照 

 

４ 事業所見学 

  米沢第１ホーム、米沢第２ホーム、ぽっけの順で見学する。 

 

５ 協議 

  ① 事業所の概要 

  ② 事故報告・ヒヤリハットについて 

  ③ 利用者の権利擁護について 

  ④ その他 

  資料に沿って説明する。 

 

６ 意見交換 

  市社会福祉課職員 

  ・すべてのホームを見学したのは初めてで、食事についても知る機会を

得た。米沢第１、第２ホームは特に老朽化や急な階段など、生活する



上での不便さを感じた。24 時間対応のホームは需要が高いと思う。マ

ンパワーを含めて、整えていってほしい。 

 

  苦情相談委員 

  ・普段、相談委員として様々な相談を受け付け、トラブルも目の当たり

にしている。その解消についても取組を続けてほしい。 

 

  利用者家族 

  ・古さを感じるホームもあった。急な階段については手すりを切れ目な

く設置する等の配慮ができるのではないか。米沢第１ホームのダイニ

ングの窓は、二階で事故など危険も孕むと感じた。突っ張り棒で一定

の幅以上開かないようにするなどの工夫をしてもいいのではないか。

福祉施設での誤嚥、窒息事故など耳にする機会があるため、注意して

ほしい。 

   所長→グループホームでもそういった事故など報道されることがあ

る。絶対にないとは言えないが、利用者によって量、形態など工夫し

て提供したり、グループホームという家庭的な雰囲気の中で見守りを

怠らないよう改めて肝に銘じる。食事は多くの方にとって楽しみな場

面なので、事故に至らないよう支援に努めていきたい。 

 

７ その他 

 

８ 閉会 

 

 

 

 

 


